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 伊藤恵利 
 
コンタクトレンズは、多くの医療機器の中でも⽇常⽣活に深く浸透するデバイスである。素材の主流は、古くは⾼分⼦
の汎⽤素材であったが、現在はシリコーン成分と親⽔性成分との共重合体「シリコーンハイドロゲル」である。このゲルは
典型的な両親媒性物質であり、シリコーン成分の活⽤により格段に⾼い酸素透過性を実現したものの、成分起因の
問題点も含んでいる。そこで、我々は SPring-8 や J-PARC といった量⼦ビーム施設を活⽤し、素材内部のナノスケ
ール構造[1]や、レンズの表⾯構造[2]及びレンズと涙液の界⾯構造の解析に取り組み、理想のバルクと表⾯の設計
に挑んでいる。 
 
多くの理⼯系を卒業した⼈材は、企業に⼊り、研究・製造を中⼼とする様々な職種に従事する。製品化、それもヒッ
ト商品を⽬指す業務の中で、いつしか⼤学時代に挑んだ先端研究が遠い世界に感じる事と思慮する。しかしながら、
主にアカデミアの中で確⽴され進化する先端計測を、実⽤化材料の中に持ち込むことは、新しい製品設計の指針と
なるだけでなく、例えばユーザーへの安全啓発活動のような社会とのコミュニケーションツールとしての活⽤も期待できる。
このような観点から、企業における基礎研究とその展開を紹介することで、⼤学時代の学びが、就職後の武器となるこ
とを感じていただければ幸いである。 
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